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についての疑問(山口. r甲南経済学論集』第4巻第5. 6合併号〕についてj お害えしたい。
2) I. Kant， Beantwo'Ytung tl.e'Y Fl仰 'lJe:W.旧日1， Au.fkla州側g1，1794-，篠田訳『啓蒙とは何か』
7へー ジ以下を参照。
3) C. R. Morris. Locke He'Ykeley Hume， 1952にみられるように1 主として経験的認識!鳴とし
128 (128) 第 97巻第1号
較的この道徳哲学 moralphi1osophyの問題に立ち入ることが少なかった。わ
たしは本稿のなかで， r人間悟性論』を手がかりにロックの道徳哲学の課題を
























5) T. Hobbes， Leviathan. p. 33. 水田洋訳『りヴァイアサソ』岩波文庫版， 1.0へジ。
6) Ibia.， p.32. 邦訳， 98ページ。
























7) J. Locke， A1'l Essaア C岬 c<11'ningH.包括manUnde'rst醐 d四 g，Vol. 1. p. 160， 加藤卯一郎訳
『人間悟性論』上，岩波士庫版， 111ベジ。
8) Ibia.， p.161.邦訳， 112ベジ。
9) L. Stephen， E錫gl~sh Tkougkt in the 18 th Ce切れ，ry，Vo1. I1， p. 80. 
























11) Ibia.， p.314，邦訳，上， 233ベシ。 12)Ibid.， p.316，邦訳， J二， 235ベジ。
13) R. 1. Aaron， Jo加 Locke，1935， p.1 ;中村恒矩「ロヅクにおける寛容論の発展JW一橋論
叢』第59巷第1号 92ベジ。
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クヲ γスト νの『ロヅグ{云』によれば，ロックの生地サマセJν ト州に従妹のメ
アリ.:pエヅプ MaryJeppがし、たが四にその失エドワード・グラーク Edward
Clarkeに依頼されて，ロヅグは 16自4年 3月ごろから，かれらの子供の教育方





17) M.， Clanston， ibid.， p.239 



















1，9) Ibid.， p. 239 
20) lbid.， p.239. rロックが教育問題に関心をもちつづけていたことはあきらかである。」また，
エアロ γは『ロック伝』のなかでも j この点について，/1{のようにのべている。 rロックの~，i由
は教育と宗教町分野で，広い影響力をおよ日した@ことに教育論は いまなお新鮮で価値のある
ものであるρJ}. Aaron，品id.，p.-287 
21) J. Locke， 50me Thouchts c同 ce'lningEducati問， 13. ed.， 1764， p. A 3，押村裏訳『教育
にかんする考察』玉川史学版， 16ベーシ。以下，本書はすべてこの版と J この邦訳による。ただ
し訳文は適宜あらためえいるb
22) C. B. Macpherson， The Political Tkeo叩 'fP山"叩V(JJ.nd四 idua.lism，Hobbes tσLocke， 







23) J. Locke， ibid.， p. 116，邦訳， 140ベ ジ。 F ツタは家庭教師をきわめて重視し，そのため
に本書のなかに「家塵教師の必要な資格」の章手もうけている。






















24) Ibid.， p， 75，邦訳， 94へ ジ。 ついでにいえば，ロヅグが両親のうちでもことに父親による
最曹を重視するのにたいし，ルソ が母親によち教育を重視するのはz ロツグが父親をより理性
的であるとの前提に立づているからであろう。
25) J. J. Rousseau， Emlle，仰 del'ed山 atio既 1762，今野一睦訳「エミ F ル』上，岩波士庸版
42ベ ジ。 r自然を観察するが¥'¥、。そして白熱がしめして〈れる道壱行くがいいロ自然はたえ
ず子どもに試躍をあたえる。 2るらゆる試練によヲて子どもの体質をきたえるJ ルソー の『エミ
-，レ」はよく j ロックの教育論と対照させられるが.この点ではルソーはきわめてロックから多
〈のものを苧んマいるのであり面では共通のものがあ。たといえよう。
26) J. Locke， ibzd.. p. 3.邦訳， 22ベー ジ。
27) Itld.， p. 12.邦訳， 30ベー ジ。





















28) lbid.， p.13. [JェミールJのなかでも， ルソー はつぎのようにし寸③ 「子どもの手足を動け
ないようにしばりつけておくこ Eは 血南や 休暗の循環令悪〈し子どもが萌〈たり犬きくな
るのを宮またげ 体質をそこなうだけのことだ了。」
29) Ibid.， p. 32 ロックは1660年代に匿芋の研究ぞおこない，医者としてジャフツベリ卿に仕え
るようになったことは J よく知られているととである。なおa 医学にかんするこうした考え方は
『エミ ル』にもみられるものである o





31) Ibid.， p. 141，邦訳， 160ベー ジ。






















24) Ibid.， p， 75，邦訳， 94ベ ジ。 ついでにいえば，ロックが両親のうちでもととに父親による
教育を重視するのにたいし， ，レソ が母親による教育を重視するのは，ロツグが父親をより理性
的であるとの前提に立づているからであろう。
25) J. J. Rousseau， Emile. 01t de l'education， 1762今野一雄訳『エミー ル』よ。岩波文賭版，
42ベ ジ。 r自然を観察するがいい。そして自然がしめしてくれる道そ行〈がし、い。自然はたえ
ず子どもに試掠をあたえる。 あらゆる試練によヮて子どもの体置をきたえるJ ルソー の「エミ
ルー』はよく，ロツグの教育論と対照させられるが，との点ではルソ はきわめてロックから多
〈のものを学んでいるのであり，一面では共通のものがあったといえよう。
26) J. Locke， ibid.， p. 3.邦訳， 22ベー ジ。






















28) Ibid.， p.13. [j'ェミーノレ』のなかでも， ルソー はつぎのようにし寸。 r子どもの手足を動け
ないようにしばりつけてお〈ことは 血液や体融の循環を悪くじ，干Eもが強〈な均大きくな
るのをきまたげ，体質をそこなうだけのこ止だJ
29) Ibid.， p. 32 ロツグは1660年代に医単の研究をおとない，医者kじてジャフツベり卿に仕え
るようになったことは，よく知られていることである。なお，医学にかんするこうした考え方は
『エミ ル』にもみられるものである内
30) Ibid.， p.2 ロヅクは本論の冒頭で教育の中iむか下青押にあるとして，つぎのようにいう。「精
神に関することが本請の主要な部分であって1 われわ札はこの内的たものに主要な関心をむけね
ばならない。」またl 身体の健康を第 にとりあげながらも， r我慢するということは，身体の健
康ばかりではなし精神のためにも最も価値ある習慣である!とりベ，たえず精神kの南部を問
題としている。
31) Ibid.， p. 141，邦訳.160へジ。
























32) Ibirl.， p_ 66. 邦訳， 85ベー ジ。この点について S. P. Lamprccht， The 11"0叩 land 
Folitical Philosophy of John Locke， 1962， p.116を参照。
33) Ibid.， p. 2，邦訳， 19ペジ。
34) Ibid.， p. 2，邦訳， 20ベージ。
35) Ibid. p. 67，邦訳 86へジ。
36) Ibid.， p. 151，邦訳， 170ベー ジロ
37) Ibid.， p. 152邦訳 171ベー タ。
136 (136) 館 97巻第1号
がる。たとえば，雛鳥とか蝶とか，あるいはこうした弱し、動物を手にすると，
おうおうにレてひどくいじめたり，はなはだ乱暴にとれをとりあっかう。」叫と





















38) Ib~d. ， p. 171.邦訳， 192ベージ。
39) Ibid.， p. 153，邦訳.172ページ。
40) Ibid.， p.37，邦訳， 55ベク。
41) Ibid.. p. 34邦訳， 52ベー ν。
42) Ibid.. p. 62，邦訳， 62ベー ジ。 r子どもには判断力が欠けているかちこそ拘禁やしつけの必
要が生ずるのマある。」























43) lbid.， p. 95，邦訳， 114ベー ジ0
4-) Ibid.， p.222，邦訳， 245ベージ。
45) 小著.~ッ P における人間と社会』鵠 2章骨5 節を参照U
46) J. Lock.e.必id.，p. 34.邦訳.52ベジ。
47) Ibid.， p. 208-9，邦訳， 2.32へ ジ。 ロッグば徳佳を「礼儀のEしさJにあるとし，苗動的な
非礼を酷しく攻撃してし寸。非礼の「第ー のものは1 白熱的な粗暴さである。これは人を他人に
対して感動ではなくしてしまろ。そのために彼は他の人々 の傾向や気賀や身分にたいし，なんら
























の敬志をも払わなし、。 だれでも，見れば嫌にと広り だれ 人それによってとLく:dめられ必い
獣性 brutalityである。」
48) Ibia.， p.42，邦訳， 59へージ。
49) わたしはすでに! ロックの『統治論」のなかに J 自然状態での一定の理性的な人間関係を前
提していたととを，ホァプyごとの対比でるきらかにした。小著第4章第3節を審問。
50) Ibid.， p.57，邦訳 75ページ。
51) Thid.， p_ 57-8，邦訳， 76ページ。
ロックの道徳哲学主教育，!，;国 (139) 139 
とき，自然は人間に自分の仲間のものを喜ばせたいという本源的な欲求ととも
に，自分の仲間のもの壱怒らせることを嫌う本源的な反感壱あたえたのであ























52) .A. SmHh. The Theo叩 ofMoral $entiments. p. 133.米林富男訳』上巻 253ベジ。
53) J. Locke， ib色d.，p. 61，邦訳.79ベジ。





















「自発性voluntarityJの尊重と i規律 disciplinJ とを調和させることによっ




55) Ibid.， p. 68邦訳.87ペー ジロ
56) Ibid.， p.99，邦訳， 157へジ。
57) Ib~d. ， p. 92.邦叡 112ベジ。
58) Ibid.， p.68，邦訳.87ペー ジ。 66節の規律に関するロックの叙述は，きわめてそヲル セン
ス・スグ ノレの思想にi圧〈 ロックの道徳哲学>l'Lらえるうえで，きわめて重要な聞である。
ロツグの道徳哲学と教育思想 (141) 141 
したり考えるところもなしに，自然に調和ある秩序 h町田oniousorderに達す
るのである。」叫調和は教育の仕方そのものだけにあるのではない。ロヅクの追
求する理想の世界がそれであり， r慎重 observationや勤勉 industryと結び





















59) Ibut" p. 118邦訳， 138ベージの






























62) J. Locke出 d..p. 70邦訳.89ベジ。
63) lbid.， p. 68，邦訳.87ベージロ
64) Ibid.， p.203，邦訳.226ベー ジ。

























65) Ibzd.， p~ 198，邦訳.222ベー ジ。 ロツグにおいて宗教と教育とがいかに結びついているかに
ついては 岩田朝一『ロヅグ教育思想の研究』第4章を毒明白
66) Ibid.， p.212，邦訳， 232ベージ。
67) Ibzd.， p. 161，邦訳， 181ベクu
144 (144) 第97巻第1号
た意味は没することはできないであろう。また，体制変革の問題は同時に内な
る人間性の変革つまり教育の問題をも提起していることを忘れてはならない。
だが，すでに指摘したように，ロッグの教育論は先ずジェ γ トリ階級の秩序を
確立することによって，これを他の階級へと拡大するという啓蒙思想の性格を
もつものでもあった。のみならr.われわれは μ ヅグの理性によ芯社会的自然
または徳性の確立が，しだいにプルデョワ社会秩序へ経験的に定着していくと
きに，これ壱内部から打ち破る力は，かえってロヅグが抑制しようとした感性
的衝動力にあることをも忘れてはなるまい。ロッグが理性による感性の純化と
いうとき，純化されずにそとから落ちこぼれるものはないであろうか。原生的
自然壱社会的自然に転化するときに，かえって本来の自然を歪めることになら
ないであろうか。歴史の変革はおうおうにして，理性では純化されない感性の
衝動力に担われるのである。ノレソーの提起した問題を，わたしはこのようにう
けとめている。ロヅグとノレソーの提起した問題は歴史をこえて，現代にも生き
ているのである。
